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CEPTOAR-Council創設に向けた検討の場の概要

メンバーメンバー

◆CEPTOAR代表者（情報通信、金融、航空、鉄道、電力、ガス、政府・行政サービスの各分野）
◆CEPTOAR整備を進めている業界団体代表者（水道、物流の各分野）

◆CEPTOAR代表者（情報通信、金融、航空、鉄道、電力、ガス、政府・行政サービスの各分野）
◆CEPTOAR整備を進めている業界団体代表者（水道、物流の各分野）

開催状況開催状況

オブザーバオブザーバ

◆重要インフラ所管省庁（金融庁、総務省、厚生労働省、経済産業省、国土交通省）
◆CEPTOAR代表者の選出した者（CEPTOAR代表者の随行者等）

◆重要インフラ所管省庁（金融庁、総務省、厚生労働省、経済産業省、国土交通省）
◆CEPTOAR代表者の選出した者（CEPTOAR代表者の随行者等）

セ プ タ ー

セ プ タ ー カ ウ ン シ ル

◆３月までに、９回の会合と５回のワーキンググループを開催。◆３月までに、９回の会合と５回のワーキンググループを開催。

活動概要活動概要

『「重要インフラ連絡協議会(CEPTOAR-Council)」（仮称） の創設についての基本的な考え方』等のとりまとめ資料の

検討の他に、以下の活動を行った。

各CEPTOARの概要、取り組み状況等の相互理解を進めるために、CEPTOAR等の活動状況の紹介。
「重要インフラ連絡協議会（CEPTOAR-Council）」（仮称）創設の基本的合意に関する検討を進めるため、目的、活動、

共有する情報等についての検討。
CEPTOARを活用した情報連絡を確実なものとするためのCEPTOAR訓練及び今後の改善のための検討。

内閣官房情報セキュリティセンターが取り組んでいる施策等についての情報共有。

『「重要インフラ連絡協議会(CEPTOAR-Council)」（仮称） の創設についての基本的な考え方』等のとりまとめ資料の

検討の他に、以下の活動を行った。

各CEPTOARの概要、取り組み状況等の相互理解を進めるために、CEPTOAR等の活動状況の紹介。
「重要インフラ連絡協議会（CEPTOAR-Council）」（仮称）創設の基本的合意に関する検討を進めるため、目的、活動、

共有する情報等についての検討。
CEPTOARを活用した情報連絡を確実なものとするためのCEPTOAR訓練及び今後の改善のための検討。

内閣官房情報セキュリティセンターが取り組んでいる施策等についての情報共有。
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CEPTOAR-Council創設に向けた検討の場のとりまとめ資料と2008年度の方針
セ プ タ ー カ ウ ン シ ル

CEPTOAR-Council創設に向けた検討の場のとりまとめ資料

「重要インフラ連絡協議会（CEPTOAR-Council）」（仮称） の創設についての基本的な考え方
「重要インフラ連絡協議会（CEPTOAR-Council）」（仮称）の目的や活動等についての基本的な考え方を明らかに

するとともに、創設に向けた方向性を示すことにより、「重要インフラ連絡協議会（CEPTOAR-Council）」（仮称）の

円滑な創設を目指すために、CEPTOAR-Council創設に向けた検討の場参加者の意見を内閣官房情報セキュリティ

センターがとりまとめたもの。

「「重要インフラ連絡協議会（CEPTOAR-Council）」（仮称）創設に向けた検討の場」における2007年度

活動の概要
創設準備会での検討に活用されることを想定し、活動の概要をまとめたもの。

「重要インフラ連絡協議会（CEPTOAR-Council）」（仮称）創設準備会設置要綱（案）
「基本的な考え方」で設置することとされた創設準備会の設置要綱（案）。

１月 ２月 ３月 ４月 ６月５月

＜「基本的な考え方」「創設準備会設置要綱（案）」のとりまとめ及び今後の想定スケジュール ＞

2008年度の方針
「基本的な考え方」、「創設準備会設置要綱（案）」をもとに、2008年6月を目処に創設準備会を設置し、
2008年度内の「重要インフラ連絡協議会（CEPTOAR-Council）」（仮称）の創設を目指す。

「基本的な考え方」
「創設準備会
設置要綱（案）」

検討の場
・創設準備会

創設準備会
発足

第８回
検討の場

第９回
検討の場

政策会議

意見照会

確定最終案検討

2008年度内の
創設を目指した活動

政策会議

NISCから参加の呼びかけ・
メンバーの人選
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「基本的な考え方」と「創設準備会設置要綱（案）」について

「基本的な考え方」の骨子＜抜粋＞

共通認識

重要インフラの各分野の特性等に応じつつ、分野間

の連携を図る必要性について認識。

自主性の尊重

お互いの自主性の尊重の下、主体的な判断で活動。

「連絡協議会」の目的

各々の役割に応じた主体的な判断により連携すると

ともに、分野横断的な情報共有を推進することによ

り、重要インフラ事業者等におけるサービスの維持・

復旧能力の向上に資することを目的とする。

「創設準備会」の設置

「連絡協議会」創設の合意については各CEPTOAR

が参加を表明するのにふさわしい体制を、「検討の

場」に代えて新たに構築した上で行うことが適当。

内閣官房情報セキュリティセンターが設置要綱（案）

を作成し、各CEPTOARへ参加を呼びかける。

等

「創設準備会設置要綱（案）」の骨子＜抜粋＞

「創設準備会」の目的

2008年度末迄に「連絡協議会」の創設を目指し、各

CEPTOARで選出した者がCEPTOAR内及びCEPTOAR
間の調整を行うとともに、創設に向けた準備を行うことを

目的とする。

「創設準備会」の活動
「連絡協議会」の設置要綱の策定及び参加CEPTOARの

とりまとめ。

IT障害の未然防止の観点から相互理解及びベストプラク

ティス等具体的な事例の情報共有に試行的に取り組む。

将来の活動の検討。

「創設準備会」の構成員
構成員は各CEPTOARで選出した者とする。

事務局

事務局は内閣官房情報セキュリティセンターとする。

オブザーバ
構成員未選出のCEPTOAR 、及び重要インフラ所管省庁

は、オブザーバとして参加することができる。
等

「連絡協議会」：「重要インフラ連絡協議会（CEPTOAR-Council）」（仮称）
「創設準備会」：「重要インフラ連絡協議会（CEPTOAR-Council）」（仮称）創設準備会
「検討の場○」：「重要インフラ連絡協議会（CEPTOAR-Council）」（仮称）創設に向けた検討の場

（注）


